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 のうち，最初に未登録であるものとな
る．なお，属性型 JP ドメイン名のセ
カンドレベルと一致するサブドメイン
名（ac，co，go，or，ad，ne，gr，
ed，lg），「l」，「o」を含むサブドメイ
ン名は使用しないこととした．

6. oit.jp ドメイン宛に配信されたメール
の転送先メールアドレスを入力する．

7. 転送先メールアドレスを今後変更した
り，システムの利用を停止するときに
使用するパスワードを入力する．oit.
jp ドメインのメールアドレスを変更
する場合には，1 度利用を停止してか
ら再度新規登録を行う．

8. ここまでに決定した情報をシステムに
反映させ，パスワード以外の情報を登
録通知メールとして転送先メールアド
レスと管理者宛に送信する．

3.　システムの構築

3.1　ハードウェア

サーバホストとして，学内で未使用状態で
あ っ た Sun Ultra 10 に Solaris 9 を イ ン ス
ト ー ル し， メ モ リ を 512MByte，HDD を
80GByte × 2 取り付けて利用することとし
た．2007 年 12 月時点では後述のようにメー
ルサーバとしてはメール処理件数があまり多
くないため，スペック的な問題は特に発生し
ていない．

3.2　ソフトウェア
システムは sendmail の機能を最大限に利

用することとした．各ユーザの oit.jp ドメイ
ンメールアドレスと転送先メールアドレスの
対応は virtusertable ファイルで保持し，初
期登録や登録情報更新をユーザ自身が行うた

めの CGI スクリプトを perl で開発した．初
期登録用スクリプトは約 1200 行，登録情報
更新（パスワード変更，転送先メールアドレ
ス変更，利用停止）用スクリプトは約 700 
行の規模となった．

また，同一の UNIX From で頻繁にスパム
メールを送信してくる場合は，access ファ
イルによって受信を拒否する設定を手動で
行っている．

4.　システムの運用と考察

4.1　DNSのアウトソーシング

oit.jp ドメインの DNS サーバ運用はプロ
バイダにアウトソーシングを行っている．た
だし正引きのみで，逆引きレコードは登録を
行っていない．

4.2　仮 IDの発行方法と登録状況
本システムは 2006 年 1 月から運用してい

る．仮 ID は次のような方法で，登録希望者
に対してシステム管理者が発行している．

・卒業 / 修了予定者に対しては，卒業 / 修
士 / 博士研究指導教員を通じて仮 ID を
通知する．

・卒業 / 修了生に対しては，本学情報科学
部同窓会を通じて仮 ID を通知する．

・教職員に対しては，システム管理者が直
接仮 ID を通知する．

期間ごとのシステム登録者数を表 1 に示す
（2007 年 12 月現在）．

表 1　 期間ごとのシステム登録者数（2007 年
12 月現在）

期間 登録者数（名）
2006 年 1 月～ 3 月 51
2006 年 4 月～ 6 月 3
2006 年 7 月～ 9 月 1
2006 年 10 月～ 12 月 1
2007 年 1 月～ 3 月 15
2007 年 4 月～ 6 月 2
2007 年 7 月～ 9 月 2
2007 年 10 月～ 12 月 0

計 75
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表 1 の登録者数計は 75 名であるが，1 名が
利用停止操作を行ったため，2007 年 12 月現
在のユーザ数は 74 名である．卒業 / 修了間
際に登録を行うユーザがほとんどである．

2.3 で述べたように，同じユーザ名を複数
の利用者が使えるように設計したが，ユーザ
名を自由に選べる場合，近年は本名を推測し
にくく，かつ文字数の多いユーザ名にするこ
とが一般的であるため，2007 年 12 月現在の
登録者は全員第 1 希望のユーザ名を使用して
いる．

4.3　利用状況
2007 年 4 月から 2007 年 12 月までに本シ

ステムが処理したメール数を表 2 に示す．こ
こでスパムメールとは，ユーザ名総当たり攻
撃によるものや，Domain of sender address 
does not exist 等，ログから明らかにスパム
メールであると判定できるものを指す．正常
メール数の中に，受信ユーザにとってはスパ
ムであるメールが含まれている．

ユーザの利用状況を見ると，とりあえず登
録だけ行い，転送サービスを利用していない
ユーザが大半である．正常メール数のほとん
どは，数名のパワーユーザ宛メールである．
2007 年 6 月に同窓会世話人がユーザ登録を
行い，Web ページで公開されている同窓会
事務局アドレス宛メールが当該世話人に転送
されているために（スパムも含めて）メール
処理件数が増加した．

表 2　 2007 年 4 月から 2007 年 12 月までの
メール処理件数

期間 メール
処理件数

正常
メール数

スパム
メール数

2007 年 4 月 147 23 124
2007 年 5 月 370 47 323
2007 年 6 月 114820 640 114180
2007 年 7 月 114728 896 113832
2007 年 8 月 29158 1079 28079
2007 年 9 月 41884 921 40963
2007 年 10 月 70625 1494 69131
2007 年 11 月 4325 1669 2656
2007 年 12 月 2866 766 2100

5.　おわりに
本稿では，大阪工業大学情報科学部卒業 /

修了生に対するメール転送サービスシステム
の設計，構築，運用について述べた．このよ
うな「生涯同一のメールアドレスを使ってい
ただく」というサービスは，卒業 / 修了生と
大学のつながりを深めたり，プロバイダを変
更してもアドレス変更通知を加入メーリング
リストや団体毎に行う必要がないという利点
がある一方，アドレスが悪意のある者に知ら
れるとスパムの標的になるという欠点もあ
る．そのためには，access ファイルだけで
はなく，アプライアンス等による根本的なス
パム対策が必要である．

現在，当該サービスは大阪工業大学の 1 
学部のみに提供されており，運用管理も 1 
人の教員が行っているが，サービス対象者を
全学的に拡大する場合には新たなシステムと
運用管理要員の確保が必要となる．
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